
　　　 在，国内に在留する外国人の数は増加しており日本語を学ぶ人の数も増加しています。
　　　 同時に，こうした学習者の増加を背景として，日本語教育人材の需要が今後も高まっていくこ
とが予想されています。１日目には，日本語教育に関連する外国人施策を各省庁から説明するととも
に，日本語教育の人材を養成する機関と養成された人材を受け入れる機関の両面から，これからの日
本 語 教 育に求 められる人 材 像を議 論します。２日 目には，これから日 本 語 教 育 分 野で働くことを目 指
す人 が，様 々な日 本 語 教 育の分 野で活 躍している先 輩から直 接 話を聞く場を設 けます。あ わ せて，日
本に在留する「生活者としての外国人」に対する日本語教育について，各地の先進事例を紹介します。
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日 時：2017年8月26日（土） 13:00-17:00
8月27日（日） 10:00-16:30

会 場：文化庁及 び文部科学省（東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3 - 2 - 2）
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参加費・事前申込み（※）は不要です。直接会場にお越しください。
※2日目「日本語教育人材のキャリアパス」（10:00～）は，
　1日目終了後会場にて優先予約を受け付けます。
　残席がある場合は，当日9:30からも予約を受け付けます。
※2日目の分科会は，事前申込みが必要となります。申込方法については，
　文化庁ホームページ「日本語教育大会」のページを御確認ください。

主催　文化庁
お問合せ
〒100-8959　東京都千代田区霞が関3-2-2旧文部省庁舎5階　文化庁文化部国語課
電　話：03（5253）4111（内線2840）　FAX：03（6734）3818
メール：nihongo@mext.go. jp
ホームページ：http://www.bunka.go. jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/taikai/

大阪でも9月30日（土）,10月1日（日）に同様の内容で日本語教育大会を開催します。
詳しくは文化庁ホームページ「日本語教育大会」を御確認ください。
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13:00-13:10　開会挨拶　文化庁

13:10-14:15　日本語教育に関連する外国人施策等について　
　　　　  　　　登壇府省庁①文化庁文化部国語課　　　　　　　　　　②内閣府定住外国人施策推進室
　　　　  　　　登壇府省庁③総務省自治行政局国際室　　　　　　　　④法務省入国管理局総務課企画室
　　　　  　　　登壇府省庁⑤外務省大臣官房文化交流・海外広報課　  　⑥文部科学省初等中等教育局国際教育課
　　　　  　　　登壇府省庁⑦厚生労働省職業安定局外国人雇用対策課

14:15-14:35　文化審議会国語分科会日本語教育小委員会の審議状況の説明
14:35-14:50　休憩
14:50-15:20　空白地域における日本語教室設置と専門人材の実践
　　　　  　　　～鹿児島県長島町における地域日本語教育スタートアッププログラムの取組から～
　　　　  　　　上窪史歩（鹿児島県長島町町民福祉課）
　　　　  　　　神吉宇一（武蔵野大学大学院  文化審議会国語分科会日本語教育小委員会委員）

15:20-17:00　パネルディスカッション
　　　　  　　　『これからの日本語教育における人材像～養成の現場と活躍の現場の両面から考える専門性～』
　　　　  　　　ファシリテーター  神吉宇一
　　　　  　　　報告者①遠藤由美子（アークアカデミー）　  　②金田智子（学習院大学）
　　　　  　　　報告者③井上靖夫（JET日本語学校）　　　　 ④内山夕輝（公益財団法人浜松国際交流協会）

17:00　　　　  閉会
　　　　  　　　※当日会場では，「生活者としての外国人」のための日本語教育事業　パネル展（地域日本語教育実践プログラム，地域日本
　　　　  　　　　語教育コーディネーター）を同時開催します。（12:30-17:30）発表団体等はホームページを御覧ください。

10:00-12:00　日本語教育人材のキャリアパス～現場で活躍する先輩に直接聞いてみよう！～
　　　　  　　　外国にルーツを持つ子供たちに教える，夜間中学で教える，海外で教える，技能実習生に教える，介護・看護職希望者に教える，難民に教える・・・
　　　　  　　　など，様々な活動分野で日本語を教える先輩に少人数で（5名まで）で話を聞くことができます。
　　　　  　　　「先輩」のプロフィールなどの情報はホームページを御覧ください。（1日目終了後会場にて優先予約）

12:00-13:00　「生活者としての外国人」のための日本語教育事業　説明会
　　　　  　　　①地域日本語教育実践プログラム（A）（B）
　　　　  　　　②地域日本語教育スタートアッププログラム

12:00-13:30　IT・通信による日本語教育～ちょっとのぞいて触ってみよう！～
13:30-15:30　「生活者としての外国人」のための日本語教育　テーマ別実践報告会

　　　　　　　　
第1分科会

　　地域日本語教育の専門家って何するの？
　　　　  　　　　　　　　　　～空白地域解消の実践から（地域日本語教育スタートアッププログラム）
　　　　　　　　　　　  　　　ファシリテーター  神吉宇一
　　　　　　　　　　　  　　　報告者①西原鈴子（NPO法人日本語教育研究所　元文化審議会長）
　　　     　　  　　　 　　　　　　　②伊東祐郎（東京外国語大学副学長・附属図書館長  文化審議会国語分科会長 日本語教育小委員会主査）
　　　     　　  　　　 　　　　　　　③米勢治子（東海日本語ネットワーク）

　　　　　　　　
第2分科会

　　子供に日本語を教える人の専門性を考えよう
　　　　　　　　　　　  　　　～就学前から青年期にわたる対象別の日本語学習支援を通して～
　　　　　　　　　　　  　　　ファシリテーター 齋藤ひろみ（東京学芸大学）
　　　　  　　　　　　　　　　報告者①芳賀洋子（地球っ子クラブ２０００）
　　　     　　  　　　 　　　　　　　②中村暁晶（公益財団法人横浜市国際交流協会）
　　　     　　  　　　 　　　　　　　③ピッチフォード理絵（NPO法人青少年自立援助センター）

　　　　　　　　
第3分科会

　　ライフステージに応じた日本語学習を支援するには
　　　　  　　　　　　　　　　～成人の学びの在り方を考える～
　　　　　　　　　　　  　　　ファシリテーター 松尾慎（東京女子大学）
　　　　　　　　　　　  　　　報告者①小川珠子（首都圏中国帰国者支援・交流センター）
　　　     　　  　　　 　　　　　　　②小瀧雅子（公益財団法人アジア福祉教育財団 難民事業本部  公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT））
　　　     　　  　　　 　　　　　　　③原千代子（社会福祉法人青丘社）
15:30-15:45　休憩
15:45-16:30　分科会報告・総括
16:30　　　　  閉会


